
工法名： コンクリート均し機（スクリード） No. 2018-躯体（RC）-28

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

特　許 なし

コンクリート床打設時の均し作業をレベル調整機能を搭載したコンクリート均
し機を使うことで、高さ測量作業及び均し作業の手間を削減する機械。
施工能力が高い為、大面積（倉庫、商業施設等）の床施工に向いている。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【特徴】
・レーザー測量で高さを調整しながら、荒かき作業と床仕上げ作業を行う。
【品質】
・荒かき作業：＋10mm、床仕上げ作業：±3mm程度で精度で施工可能。
【コスト】
・少人数で施工可能である為、人件費の削減を行える。
　（機械費との比較必要）
・１台当たりの作業体制：オペ１名、作業員2名（タイヤの跡埋め）程度
【その他】
・燃料：ガソリン　・重量：213KG　・対応スランプ：12～20㎝、（16～18推奨）
・施工能力：3,000㎡/日・台　･ベテラン左官工でなくとも操作可能

適用条件
フェローデッキ、フラットデッキ、スパンクリート
特に床仕様に制限はないが、床荷重の検討が必要

メーカー等 SOMERO社（アメリカ）、取扱い：株式会社レンタルのニッケン

備　考 雨天時の使用は不可。使用後の清掃が必要。レッカー等による揚重が必要。

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

㈱レンタルのニッケン提供資料より(20171010) 
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